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　学園文化都市づくり協議会では、市民と
高梁学園の学生との相互理解を深めるた
め、伊賀祭に合わせて「市民と学生の交流
フェスタ」を開催します。創作体験やゲー
ムを通じて学生と交流しませんか。多くの
皆さんのご参加をお待ちしています。

■と　き　　１１月１１日�
　　　　　　午前１０時～午後２時３０分
■ところ　　吉備国際大学
　　　　　　（メーンステージ、同大学２号館食堂）
■内　容　　
　創作体験（マカロニアート）、
　ゲーム（じゃんけん列車、水運びリレー）
■その他　
　�ゲームには汚れたり濡れたりしてもよい服装でご

参加ください。
　�市役所からの送迎バス、昼食があります。
■申し込み、問い合わせ
　１０月３１日�までに同協議会事務局
　（市役所企画課内　��０２０９）まで

●参 ●加 ●者 ●募 ●集 
市民と学生の交流フ市民と学生の交流フェェスタスタ

　岡山県建設業協会高梁支部では、「こども
１１０番の工事現場」を設置します。これは、子
どもを犯罪から守るため、路上工事などの
公共工事現場や現場事務所をいざという時
に、子どもを保護する場所として 提供す
る取り組みです。
　同支部と市教育委員会、高梁
警察署が連携して行うもので、学
校や通学路の近くで、日中に作
業員がいる現場が対象になりま
す。　

◆「こども１１０番の工事現場」
に子どもが身の危険を感じ、
助けを求めてきた場合

�子どもを一時的に保護し
ます
�子どもに代わって警察
へ通報します
■問い合わせ
　岡山県建設業協会高梁支部（��３２０１）
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が設置されます

こどもを守る

 

こ
の
看
板
が
目
印
で
す
▼

計
画
の
見
直
し

　

農
業
振
興
の
基
本
的
な
計
画

に
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
合
併
前

の
各
市
町
で
策
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
全
面
的
に
見
直
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
計
画
は
、
農
業
の
振
興
を
図

る
べ
き
地
域
（
農
用
地
区
域
等
）

を
定
め
、
必
要
な
施
策
を
計
画
的

に
推
進
し
、
農
業
の
健
全
な
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

意
向
調
査

　

市
民
皆
さ
ん
の
今
後
の
土
地
の

利
用
計
画
を
把
握
し
、
今
回
の
計

画
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
た
め
意

向
調
査
を
行
い
ま
す
。

〈
調
査
票
の
配
布
〉

　

町
内
委
員
を
通
じ
て
調
査
票
を

全
戸
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
該
当

事
項
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
の
必
要
な
人
〉

　

近
々
農
地
転
用
等
を
予
定
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
農
地
を
新
た
に

開
発
す
る
予
定
の
人
。

※
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
た
農

地
等
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限

り
転
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

〈
調
査
票
の
提
出
〉

　

農
林
課
、
ま
た
は
各
地
域
局
産

業
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興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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日
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１１
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あ
た
っ
て
〉
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る
農
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い
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、
農
用
地
区
域
か
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の
除
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が
で
き
ま
せ
ん
。
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�
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あ
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土
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�
、
�
・
�
の
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と
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的
に

保
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す
べ
き
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�
、
�
〜
�
の
土
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に
隣
接
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て

い
る
農
業
用
施
設
用
地
で
、
一

体
的
に
保
全
す
べ
き
土
地

�
、
�
〜
�
に
該
当
し
な
い
土
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で
も
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

農
地
（
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
対
象
地
お
よ
び
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
対
象

地
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
政
係

（
�
�
０
２
２
３
）、
ま
た
は
各
地

域
局
産
業
振
興
課

土地利用に関する意向調査にご協力ください土地利用に関する意向調査にご協力ください

※伊賀祭の詳細は２３ページ
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子
育
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た
人
や
保
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興
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の
あ
る
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な
ど
、
子
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子

ど
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に
か
か
わ
る
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を
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
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を
対
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に
、「
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
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」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
を
受
講
し
て
保
育
技
術
を

学
び
、
子
育
て
中
の
家
族
を
支
援
す
る

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

・
市
内
在
住
の
人
お
よ
び
周
辺
地　

域

の
人

・
子
育
て
経
験
を
生
か
し
、
保
育
活
動

を
し
た
い
と
思
う
人

・
保
育
士
等
の
資
格
を
持
つ
人

（
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、全
日
程
受
講
で

き
る
人
）

▼
講
座
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催
日
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日
�
午
前　
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分
〜
午
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３０

５
時
、　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
５
時
、

１６

１０

　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
４
時
、　

日

１７

１０

２２

�
午
前　

時
〜
午
後
４
時
の
４
日
間

１０

▼
開
催
場
所

　

総
合
文
化
会
館　

第
１
会
議
室

▼
内　

容　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
心
が
ま
え
、
子
ど
も
の
遊
び
と
遊
ば

せ
方
な
ど　

講
座

１１

▼
受
講
料　

無
料

　

た
だ
し
教
材
費
１
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
が
必
要
で
す
。

▼
定　

員　
　

人
（
定
員
に
達
し
た
場

３０

合
は
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
受
講
申
込　

詳
し
い
内
容
と
受
講
申

込
書
は　

月
の
町
内
回
覧
に
あ
り
ま

１０

す
。
申
込
書
に
記
入
の
上
、
社
会
福
祉

課
、
ま
た
は
各
地
域
局
住
民
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

〈
郵
送
先
〉

〒
７
１
６
�
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

高
梁
市
社
会
福
祉
課　

あ
て

▼
申
込
締
切　
　

月　

日
�

１０

３１

■
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合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
�
�
０
２
６
４
）
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　１１月９日から１５日までの１週間、全国一斉に秋季火災予防運動が展
開されます。
　これからの時季は、空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。こ
の機会に「わが家の防火対策」について考えてみましょう。

「火災による死者」が急増しています

　全国では、昨年の住宅火災により１２２０人が亡くなっています。これ
は過去最悪であり、今後も増加することが懸念されます。また、死者の
発生理由は、「逃げ遅れ」と思われる事例が最も多くなっています。

住宅用火災警報器の設置が義務付けられました

　住宅火災による死者数を減らすため、消防法令が改正され、すべての
住宅に火災警報器の設置が義務付けられました。火災警報器および設置場所等の詳細については、お問い合わ
せください。
　また、購入にあたっては、悪質訪問販売にご注意ください。

住宅火災 いのちを守る－３つの習慣・４つの対策－

■問い合わせ　消防本部警防課予防係（��０１２４）

平成１８年 秋季全国火災予防運動
～火災から尊い命を守ろう～

４つの対策
�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器等を設置する
�寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎製品を使用する
�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

３つの習慣
�寝たばこは、絶対やめる
�ストーブは、燃えやすいものから
離れた位置で使用する
�ガスこんろなどのそばを離れると
きは、必ず火を消す

　全国的に飲酒運転による重
大事故が多発しており、大き
な社会問題となっています。
　また、県内でも厳しい取り
締りにもかかわらず、飲酒運
転はあとを絶ちません。
　重大事故に直結する飲酒運
転の撲滅は、「飲酒運転は絶
対にしない、させない」とい
う強い信念により、運転手は
もちろん、飲酒提供元、職場、
家庭など、すべての人々が強
力に継続して取り組んでいく
ことが重要です。

　「飲んだら乗らない。乗る
なら飲まない」を肝に銘じ、
飲酒運転、飲酒による事故を
防止しましょう。

■問い合わせ　
市交通安全対策協議会事務局
 （市民課内��０２５４）

受
講
生
募
集

飲酒運転撲滅
 について


